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OECD資料への招待

琉球大学附属図笹舘の 2階新館(正面玄関

から入った左奥)に国際資料コーナーがある。

そこには、国連資料、 EU(European Union) 

資料などと並んで OECD資料が置かれてい

る。単に配架されているのではない。最新の

印刷物までもが、次々と並べられている。つ

まり、琉球大学にいてこれら国際機関につい

ての情報へ接することができ、また過去まで

遡ることができるようになっている。インタ一
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ネット上にて情報のやりとりが容易になった

とはいえ、大学園舎館の場においてピジユア

ルでしかも手で触れられるのはありがたい。

OECD (Organization for Economic Co~ 

operation and Development経済協力開発

機構)とは何か。国際経済、国際関係や発展

途上国への援助を勉強している人にはなじみ

のある国際機関である。1947年6月、アメリ

カが第二次大戦後のヨーロッパの復興のため
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に援助することを発表したことは、その後、

マーシャループラン(演説した7 ーシャル国

務長官の名にちなんで)とよばれた。また、ア

メリカの援助対象地域をヨーロツパ全体では

なく、社会主義政権を排除していたことから、

ヨーロッパにおける冷戦の始まりとなった。

マーシャJレ・プランに基づいて設立された

の地雷、 OEEC(OrgailIzation:fer Europea:n 
Econo.mic . Co-op.~J;'a~ηn. 欧州経済悔力機構)

である。その後12"戸I't~ わた旬、 OEEC は西

欧経済の復興k発展~r:多大の貢献をなし、ま
た域内の貿易宙油化促進、経済協力を進めた。

t950年には、西側のz耳ーロアパ諸国だけの

OEECにアメリカとカデダが準加盟国とな

り、それら丹関係が緊密化Lた。 1960年12月

に、 OEEC加盟18カ国に米、加の20カ国閣

僚と欧州三共同体の代表が会合して、所期の

目的を達成した OEECを改組して、世界的

な視野に立って国際経済全般に関L協議する

ことを意図した OECD条約に署名し、翌年

9月に現在の OECDが発足Lた。本部をパ

リに置いた。 OECDの最高機関となってい

るのは、全加盟国代表から構成される閣僚級

の会議(閣僚理事会、年一度開催)と常駐代

表級の会鱗(ーから二週に一度開催)の二つ

である。その後、 1964年に日本、 1966年にフィ

ンランド、 1971年にオーストラリア、 1973年

にニュージーランドなどの西側の先進工業国

すべてが加盟し、現在ではチェコ、メキシコ、

輸菌、ポーランド、ハンガリー、スイスなど

が加わり、 29カ固となっている。

OECDは、次の三つを目的としている。

一つが、財政金融上の安定を維持しつつ、で

きるだけ高度の経済成長を持続し、雇用の増

大平生活水準の向上をはかり、世界経済の発

展に貢献すること。二つが、経済発展の途上

にある加盟国および非加盟国の健全な経済の

拡大に貢献すること。 三つが、国際的義務に

従い、世界貿易の多角的かっ艶差別的な拡大

に貢献すること e

その他に、先進工業国に共通する悩みであ

るインフレ、構造不況、環境、資源エネルギー

問題、社会縞祉の分野での活動を行っている。

さらに、 1974年11月には、 OECDのなかに
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国際エネルギー機関 (IEA)を設置して、エ

ネルギー節約、代替エネルギー開発促進など

の政策推進を行っている。

それぞれの目的に対応する三つの委員会が

設置されている。加盟国の経済政策を検討し、

経済政策を連事会に提案、勧告する「経済政

策委員会 (EconomicPoij.cy Commitもee)J、

発展途上国の開発援助の鉱充とその効呆の

増大を目的とし、開発援助に関連するあら

申る問題を討議する『開発援助委員会

(Development Aid Corr回出師)J、国際貿

易上の主要問題仁ついて意見交換をし、各国

の通商政策の主たる変更についてj協議する

「貿易委員会 (TradeCornmittee)Jなどで

ある。 OECDは発展途上国から「先進国ク

ラプ』と呼ばれ、その中でも援助を行ってい

る国 (OECD加盟国中21カ国)で構成され

る開発緩助委員会 (DAC)が、援助を受け

てるi聞から「金持ちクラプ」と皮肉られるこ

ともある。

OECD資料に収録さ れた個々の出版物に

は、すべてコード・ナンバーが付いている。

このナンバーは、七桁(例えば 30-97-04-

3 )から成る。最初の二桁は分野と発表源。

次の二桁は発行年度、さらに次の二桁は同一

年度の何回目の報告書か。最後が英 仏のう

ち使用言語を示している。最初の二桁の分類

は、概ね次の通りとなっている。

一般 (01番台)

経済問題 (10番台)

財政金融・租税貿易 (20番台)

統計 (30番台)

開発 (40番台)

農業水産 (50番台)

エネルギー問題 (60番台)

産業地域政策 ー交通運輸 (70番台)

労働力・社会問題 (80番台)

教育科学技術・環境 (90番台)

きて、こうした広範囲な活動を行っている

OECDの出版物をどのようにして使うこと

ができるのだろうか。それは、それぞれの研

究の目的、方法によると言えるだろう。ここ

では、この OECD資料から何を知ることが

できるのか、その例を紹介することとしたい。
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まず、 OECD加盟国の経済指標を1960年

から見ることのできる rHistoricalStatis-

tics， 1960-1995 (30-97-04-3)j (2B室所在)

は、長期的な変化を知ることで重宝だ。各種

データのOECD加盟国聞の比較古容易となる。

また、援助の流れを見るとすれば、 rCeo-

graphical Distribution of Flnancial Flows 

to Ajd Recipients (43-97-02-3)] (2 B室

所在)は基本文献の基本である。援助受け取

り国ごとに、二国問、多国間 国際機関の受

け取り総額、借款(ローン)、贈与(グラン

ト)などについての詳細な統計が記されてい

る。ある特定の発展途上国への援助の流れ、

あるいは二つ以上の発展途上国への援助の流

れを比較するときには、不可欠なデータであ

る。

次に、援助する側の国(開発援助委員会、

DAC) ごとの援助の内容を記したのが、

rDeveloprnent Co-operation (43-97-01-1) j 

(2 B室所在)である。ここで紹介されるデー

タは、たとえば日本の借款を実施している海

外経情協力基金の f海外経済協力使覧』

(333.B-KA-1997、 2A室所在)にも引用きれ、

開発援助要員会 (DAC)諸国に関 L、比較

可能な信頼できる数字となっている。ここで

紹介した上記の印刷物は、年一度、刊行され、

最新のデータを入手噴ることができる。

国際関係あるいは援助などについて、

OECD資料以外に知っておいて使利な資料

を紹介しておこう。世界各国を比較できる統

計を見るには、世界銀行の 『世界開発報告』

(年1回刊行、 333.B/SE/1996、 2A室所

在)が便利だ。経済指標だけでなく、教育

文化の指標も掲載されている。

財政 経済統計ならば、 IMF (lnter 

naLional Monetary Found)の rlnterna-

tional Financial StatisticsJ (毎月刊行、

3 G室所在)は重宝だ。

同じく IMFの rDirect叩 n of Trade 

Statistics YearbookJ (年一回刊行、 678.9

/DI、 3C室所在)はほとんどのご国間貿

易の組み合わせを知ることのできる基本的デー

タを完備している。

国連の刊行する 『アジア太平持統計年鑑
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Statistical yearbook for Asia and the 

PacificJ (年一回刊行、 330.59-KO、国連資

料、 2A室所在)は、アジア太平洋地域の各

国比較の統計を掲載している。いずれも信頼

度の高いデータであり、いわゆる第一次資料

である。 ここで紹介した各種の出版物は、英

語(フランス語と併記)で書かれている。

日本語で書かれた資料となると、もっとも

手軽にペ ジをめくれるものとして共同通信

社が毎年刊行Lている 『世界年鑑 World 

yearbookj (059 .l-SE-1997、2A室所在)を

あげることができょう 。

その他、研究テーマによって、多くのレ77

レンス文献にあたる必要があるはずだ。それ

は、テーマを追求するそれぞれの努力に負う

しかないだろう。

ともあれ第一次資料であり、信頼度が高〈、

そして最新版までそろっている OECD資料

を使わない手はない。特に大学院で国際経済、

援助を中心とした国際関係、経済動向の国際

比較を行うとすれば、 OECD資料を使わず

して論文をかけるはずはない。大学院生だけ

でなく、学部学生であっても質の高い卒論を

めざすのであれば、 OECD資料に限らず第

一次資料に可能なかぎりあたることをお勧め

する。

1975年 7月から本国警錯は OECD協力資

科舘となり、プランケット Zタンデイング

オーダー(定期刊行物も単行書を含めて継続

購入)にて、 OECD資料を入手している。

OECD資料を含む国際資科を継続して収

集(国連資料、 EU資料は寄贈、 OECD資料

は購入)してもらいたいと図書館へお願いし

たい。一度は、予算削減によって OECD資

料の継続購入を中止する計画か持ち上がった。

厳しい予算はともあれ、何を優先すべきか、

効率を高めるには何が必要か、検討を積み上

げてほしいものだ。アジア太平洋地域に関す

る大学院の計画が進んでいるばかりでなく、

統球大学が個性として主張できる研究、教育

に役立つ配慮を求めたい。とりわけ援助に関

するデータとしてのOECD資料は、世界的研

究の水準で引用されていることを忘れないで

ほしい。(がべ まさ晶君 国際関係論)
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CD-ROM情報検索システムの使用方法倍)

PsycLIT. Biological Abstracts/RRM. MEDLlNE (SERLlNE) 

附属図書館がネッ トワークを利用してサービスしているCD.ROM検索サービスに、平成9

年 5月より新たに PsycLITとBiologicalAbslracts/RRMが加わりました。検索の操作法

については本誌VoL29no.3 (1996)に紹介されている MEDLlNEやBiologicalAbstracts 

と同じ検索画面を利用して検索していくので、それを参考にしてください。今回は、 Psyc

LITとBiologicalAbstracts/RRMの概略を紹介します。

また普段 MEDLINEをお使いになっている方は、検索の始時にデータベースを選択すると

き、データベ←スの並びの後ろのほうに SERLINEというものがあるのにお気づきだったで

Lょうか?これは MEDLINEと関係するものですが、それとは性格が異なるデータベースで

すので、その概略と使い方について紹介Lます。

己 己
1.内 容

アメリカ也、理学会が刊行Lている、文献情報誌 fPsychologicalAbstrac回jのCD-

ROM版。雑誌記事以外に、文献レピュー、調査記録、会議録、翻訳文献、各理論、パネ

ル討論記録、心理療法の器具やテスト関係ニュース等も収録しています。また収録されて

いる情報は 「切l.esaurusof Psychological lndex TermsJという統制用詩集により索

引付けされています。 雑誌論文は1974年以降、書籍の論文は1987年以降を収録対象と

しています。

2 .データ更新

データ更新は、 4回/年

3 .収録分野

心理学を中心に、精神医学、社会学、人類学、教育学、薬学、生理学、言語学等をカバー

しています。

|II. B;olog;cal Abstracts〆RRM (BA/R円M)I

1.内容

BA/RRMは、ライフサイエンス分野の雑誌論文以外の情報をカバーしています。

RRMとは Repor回、 Reviews，Meetingsのことを意味L、雑誌論文を扱う B山logical

Abstractsと比べて、採録する資料の種類が異なります。 収録は1989年以降の論文を対

象としています。

2 .データ更新

更新顔度は、 4囲/年

|皿 MEDLlNE(SERLlNE) I 

1.内 容

NLM (National Library of Medicine米国立医学図書館)所蔵の逐次刊行物の正式名

-4ー
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称及び略称を含む書誌データベース。

2. MEDLlNEとの遣い

MEDLINEで検索を行うと、あるテーマに関して脅かれている情報を論文単位で情報

を得ることができますが、 8ERLINEは論文を検索するためのものではなく、論文を掲蔵

している刊行物の情報について調べることができます。例えば、 MEDLINEを検索Lて得

られた情報のうち、その論文の出典(収録雑誌名)は略称で表示されていますが (80フィー

ルド)、 SERLINEを検索することにより 、その略称から正式名称を検索することができ

ます。

3.利用例

① 収録雑誌の略称はわかるが、正式な名称を知りたいロ

MEDLINEで検索した結果、 80フィールド{出典情報)の掲載雑誌名が~Ann-Clin-

Biochem"だったが、これの正式な名称が知りたい。

-SERLINEのフィ ールド TA(MEDLINE Title Abbreviationフィールド)を利用

する。条件入力フィールドに ANN.CLIN.BIOCHEMIN TA (もしくは TA=ANN.

CLIN.BIOCHEM)と入力します。正式名称が TIフィールドに表示され、その刊行物

に関する他の詳細情報も得られます。

② MEDLINEに収録されている刊行物を知りたい。

→ SERLINEのフィールド MI(MEDLINE収録刊行物)が YESであるものを検索す

ればよい。条件入力フィ ールドに YESIN MI (も Lくは MI=YES)と入力します。

現在収録されているものの他に、刊行中止、タイトルチェンジ、収録中止されたものも

含みます。

③ MEDLINEに抄録付きで収録されている刊行物を知りたい。

→8ERLINEのフィールド IAがMED(MEDLINEを表すコード)であるものを検索

Lます。条件入力フィールドに MEDIN IA (もLくは lA=MED)と入力します。

⑥生化学分野の刊行物リストを作りたい。

→ SERLINEのフィ ールド DE(刊行物データと して収録される時に付けられるキーワー

ドがあ予されるフィールド)が8iochemistryであるものを検索します。条件入力フィー

ルドに BIOCHEMI8TRY IN DE (もしくは DE=BIOCHEMISTRY)と入力します。

4 .その他

SERLINEに含まれる他の情報と して上記以外に、 ISSN(国際標準逐次刊行物番号)

や、その刊行物の出版者情報、 刊行額度等があり、それぞれを MEDLINEと同様 AND

検索等の検索式を組み立てることにより、必要な情報として整えることができます。

5 .この機能を知っていて得することはー

附属図書館を通じて他の図瞥館にある文献の複写を依頼する時、申込用紙にはできるか

ぎり正確な情報を書いていただくことが、文献を早〈入手するためのコツです。図書館で

は、申込用紙に記入されている情報が豊富で、かっ正鵠であれば、より早〈先方の図書館

に依頼することができるのです。ですから 、MEDLINEやSERLINEをうまく利用 Lて

正確な情報を図書館にお伝えくださるよう、図書館からお願いし、たします。

また、ときどき図書館のカウンターでは「ある特定分野の雑誌リストが欲しい」という

相談を受けることがあります。今回ご紹介した SERLINEは、その希望を満たすことが

できると恩われます。特に、 Web-cal(全国の大学図書館や研究所の所蔵状況がわかるシ

ステム。図書館のホームページから利用できます)と併用するとその利用の幅が広がると

思われますので、是非ご活用ください。(電子情報係)

6 
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¥ 9…~明年3月 / 

内容の詳細・日程は図書館のホ ムページで再確認 1
圃圃圃回

盟盟峰三」附属図書館電子情報係(図脚本館3階内線千原8167、2207)
資料やパ、ノコンの用意があるため、参加申し込みを行ってくだきい。

合図書館ツアー

日時・98年1月9目、 2月13日、 3月13日 11:00-12:00 
場所附属国容館本館(千原) 2階視腐覚室

内容白いつも同じ替架に行って資料を探しているあなた、本当に必要なものとめぐり会え

ていますか?他の函曾館の資料は使えない、手続きが面倒とあきらめてしまってい

ませんか?

このツアーは、あなたが必要な資料に効率よくアクセスできるよう、あなたの利用

を待っている資料群を紹介し、また以外と簡単に他の図書館の資料も利用できます

のでその方法もお教えLます。

安図書館利用法

日時 ‘98年 1月30目、 2月27日、 3月27日 11 :00-12:00 
場所附属図書館本館(千原) 2階視聡覚室

内容 情報を得るためのツールはコンピュータだけではありません。図書館のレ77レン

スコレクション(参考資料群)を利用すると、かなり古い過去にさかのぼって文献

を検索したり、テーマの周辺領域を拾い読みすることができるのはプリントされた

資料ならではの技です。その他、レファレンスコレクションに関する知織や利用法

についてお教え Lます。

女レポート・論文作成のための電子メディ 7活用講座 (日程は次ベージ参照)

静岡 :15:00-16:00 
場所附属図書館本館 (千原) 2階目録検索コーナー

医学部分館 1階目録検索コーナー

内容附属図書館がサーピスしている OPAC(蔵書検索システム)や、論文単位で情報

検索ができる CD-ROMデータベース、 Web-catサービス(インタ ーネットで

日本各地の大学図書館等の所蔵情報がわ古ります)等の電子メディアを駆使して、

効率よく情報を入手する方法をお教えします。

=CD-ROMデ 9ベース=(吾デ-9ベース名の末尾は次ページ日程図中の省略名)

人文 ・社会系 自然・医学・技術系

.Art & H山 nanityScience Citation lndex (CI) ・SocialScience Citation lndex (CI) 

.ABI/lnform (経済 ー経営系、 ABI)

学際領域、友び複数分野

• Science Cit回目nIndex (CI) 

.MEDLINE(ERL) 

.Biological Abstract (ERL) 

.Biological Abslract/RRM(ERL) 

・医学中央雑詑 (!2i:中誌)・PsycLIT(心理学、ERL)

.雑誌記事索引 (全分野、 z) 図書出版情報

.Current Contents (社会自然ー医学・技術系、CC) ・Globa1Books in Print{GBP) 

E 



総理え管F付属国曾'"紺 VoI. 31 No.l J風向. lUS 

肯 図書館における電子メテ3イ7利用のためのパソコン碁縫講座 (日程は下記参照)

時間 15:00-16∞ 
場所附属図書館本館(干原) 2階 目録検索コーナー

内容 最近、図書館ではコンピュータやパソコンを使った蔵書検索や、文献情報の検索

ができる環境が整備されつつあり、またそれがごく普通のととになってきま した。

でも 「機織は若手」という方でも、この講座で図書館の電子メディアを利用する時

の基礎知識を身につけることができます。また、この講座を受講すると 、「レポー

ト・論文作成のための電子メディア活用講座Jを効果的に受講でき ます。

開催スケジューJレ

CD-ROMデータベ スは略名になっていますので、「活用講座jの説明欄で確認してください。

活用講座レポート 論文作成のための電子メディ ア活用講座

基礎講座図書館における電子メディア活用のための基礎講座

1998年 1月
Jヨ 火 ホ 木 会

，/， 6 7 a 9 
闘休用館鎗調臼。

OPA千借c/用原w前本，車館b-<al 活キEm原Ra本Lg a， ロPA帯千e/用甑W問本e塵町>-0・E 

l/U " 2・ " " 橋mAa氏s本m，E g飽
守f-}t!.，*.ag:

臼話歯千燃閉原館ィ市1鹿~‘ 府系 OPA雨千}!s1.副Wa本-座館，b-岨 t
底休λ館の凶岡 毘ER抵活L当Rm/術m握分，~匪館'" 

1/19 知

" " " e，λ活千主用鳳・問本祉陣E 合議
品千事M民F本Z館も 華軍軍器 OPA千耐C/用nEw瞬本-座館b-clIl 医槽Z学:，節m町分雌館

1ノ" " 
2胸

" " OPA活C千/H庫iw講本.座耐b-.." 
拍用嶋田 4干"思建鴎本星館飯

留歯学周C都SlR分虚館
千瓜Z本飽

1998年 2月
n 火 ホ ホ 金

"，. ， s 4 5 e 

OP 惜̂千C /用師W事情e壇問>-0晶邑 m借千用思"，.自本館田臨 口P 活̂千C/用庫w田本，鹿館.b-e..t 草草壁量 副千首Em組Rm本La 鰐

"，. ， " " " " 草書重量 主活命凋霊畑t a  
ml'器官a OPA千活C/用車Wa率eH四hE -E叫 A活"川A院也崎本I直館

:>. /16 " " " " e，自活平然用岡m本酬m舗E 糸 e，人活千主H車iーs草社t僅創会黒 医f62zKrm/節mc分cE経館 。P 活̂千C/用雌W回事曲目館目~，

Z /23 " " " " ttgm z m a  
OPA橘C千/川原wm本eg鎗bE -cdB 屯

活'"講座 選千樋原a本e館縦

子原本陣 E車掌C得l分館

1998年 3月

n 火 本 * d註

ヨ".， 3 4 s e 

E品漏用九調分度管 轟恒崎直
凶M器 OPA千請C/用l車W情本e1町4 b -cM 臼emuazsg ，a 

千鳳事館 子 m

3ノ' '" " " 
千idSEHlaiBnaet座'" 医tsz学mノ続m田分a館 f輔~，ド噸鮪 樋剛HAR8院本6 桜 OI'A千晴C/朗ltW聞本e晦剛b一 時、

守館

1 /16 " " " 鈎

c，人千泊文四I単・本国"車陣禽吊 OF A 『C千百/刑回W市本e塵棚，-，目t 区治単mC縮ml分掛釦 華盟理器

，/ね " " " " 
ロ"A千iCaノH劇'1M1本荷"車的b-< .. 。f自争歯然周原m本植M飽樹匹ヨ民 OPA罷樋E牢/瑚雌w摺舟.鹿b崎-，・老

匝亙亘函図書館アアー&図書館利用法 ・桝融係(図脚本曲 2F内線千闘i田， 2221) 

活用講座&基曜講匝 → 電子情報係(図轡館本曲 3F内線千原S167.2207) 

7 



琉球大学附腐図m館絡

1998年新規購読外国雑誌

誌 名

1 AMERICAN JOURNAL OF KIDNEY DISEASES 

2 ANNALS OF BOTANY 

3 BlOETHICS 

4 BUS町民SETHlCS QUARTERLY ， THE JOURNAL OF 

THE S口CIETYFOR BUSINESS ETHICS 

5 COMBINATORICS白 PROBABILITY&∞MPUT凹G，CPC Q 

6 COMMUNlCATIONS lN ANALYSIS AND GEOMETRY (VoI.93- Q 

7 CORNEA 

8 CRYOGENICS 

9 CURRENT EYE RESEARCH 

10 CVGIP. IMA口EUNDERSTANDIN口~COMPUTER VISION. GRAPHlCS. 

AND IMAGE PROCESS凹G.IMAGE UNDERST ANDING B 

11 ENVIRONMENTAL ETHlCS ， AN INTERDISCIPLlNARY 

JOURNAL DEDlCATED TO THE PHHβSOPHICAL ASPECTS 

Yol. 81 No.l Jal'l. 1998 

購入学科

M 医学協尿器科学

M 理学海洋自眼科学・生1栃

Q 法文・人間行動専攻

Q 法文人間行動専攻

B

M

M

 

理学数理科学科

理学数理科学科

医学・眼科学

工学・電気電子工学

医学・眼科学

工学・機披システム工学

Q 法文・人間行動専攻

M 理学曜#由酷科学守 jt~系

B 法文人間行動専攻

8N 医学歯科口腔外科学

Q 工学・情報工学

OF ENVIRONMENT AL PROBLEMS 

12 GEOCHIMICA ET COSMOCHIMICA ACT A 

13 HASTINGS CENTER REPORT 

14 HEAD AND NECK 

15 IEEE TRANSACTIONS ON IMAGE PROCESSING 

16 11盟ETRANSACTIONS ON ROBOTICS AND AUTOMATION ， A 

PUBLlCATIQN OF THE目白即BOTICSAND AUTOMATIQN SQCIETY B 工学・機械システム工学

17 IEEE TRANSACTIONS ON SPEECH AND AUDlO PROCESSING Q 工学ー情報工学

18 IEEE TRANSACTIONS ON VERY LARGE SCALE lNTEGRATION 

(VLSII SYSTEMS 

19 lEEE/ ASME TRANSACTIONS ON MECHATRONICS 

20 INFORMATI口NAND日コMPUTATION

21 lNTERNATI0NAL JOURNAL口FCOMPUTER VISION 

22 INTERNATIONAL JOURNAL OF lNTERCULTURAL RELATIONS 

23 JOURNAL OF ALGEBRAIC口EOMETRY(Vo1.92、)

24 JOURNAL OF AL口ORITHMS

25 JOURNAl" OF APPLIED PHILOSOPHY ， JOURNAL OF 

THE SOCIETY FOR APPLIED PHlLOSOPHY 

26 JOURNAL OF APPLIED SOCIAL PSYCHOLOGY 

27 JOURNAL OF' 1:3ANKING & f'INANCE 

28 JOURNAL OF BUSINESS ETHICS ，JBE 
29 JOURNAL OF CATARACT & REFRACTIVE SURGERY 

8 

Q 工学・情報工学

Q 工学ー機械システム工学

M 理学・数理科学科

Q 工学・機械ンステム工学

Q 法文ー人間行動専攻

Q 理学・数理科学科

Q 理学・数理科学科

F 法文・人間行動専攻

s 法文人間行動専攻

B 法文経営学専攻

M 法文・人間行動専攻

10N 医学・眼科学



琉球大学附属図書聞報

30 JOURNAL OF COST MANAGEMENT Q 
31 JOURNAL OF CRANIO占.1AXILLO.FACIALιSURGERY 6N 

32 JOURNAL OF C汲OSS-CULTURAL PSYCHOLOGY B 

33 JOURNAL OF F'JNANCIAL ECONOMICS E 

34 JOURNAL OF KNOT THEORY AND ITS RAMIFICATIONS (Vol.I、) Q 
35 JOURNAL OF NEONATAL NURSING q 

36 JOURNAL OF NEURO-ONCQLOGY 15N 

37 JOURNAL OF NURSE-MIDWIFERY 6N 

38 JOURNAL OF SPORT MANAGEMENT F 

39 JOURNAL OF TG叫ESERIES ANAL YSIS Q 

40 MEDICAL JOURNAL OF AUSTRALIA s 
41 MOLECULAR UROLOGY Q 
42 NEURON M 

43 RANDOM STRUCTURES AND ALGORITHMS Q 

44 国AMJOURNAL ON D阻四ETEMATI!s'IATICS ， A PUBLlCATION OF 

T官ESOCIETY FOR町DUS'fRJALAND APPLIED MATHEMATICS Q 

45 THE INTERNATIONAL JOURNAL OF ROBOTICS RESEARCH Q 

46 TREE PHYSIOLOGY Q 

1998年購読中止外国雑誌

1 ACADEMIC RADlOLOGY 

2 AMERICAN JOURNAL QF CLINICAL NUTRITI0N 

3 AMERICAN JOUR潤ALOF PHYSICAL ANTHROPOしOGY

4 AMERJCAN JOURNAL OF VETERINARY HESEARCH 

5 ANALYTICAL 印刷IC.札 .'¥CTA(町CL.VJBRATIONAL SPECTROS∞PY 

6 A VIAN D1SEASES 

7 BUCHEREI DES AUGENARZTES 

8 CA SELECTS PLUS， CARBON & HETEROATOM NMR 

9 CA WEEKLY IS8UES PLUS + CA VOLUME INDEXES 

10 CLINICAL NUCLEAR MEDICINE 

11 COLLEGE ENGLISH 

12 D1ABETES CARE 

13 ELEK'rROTECHNlSCHE ZEl'rSCHRIl"T : ETZ 

14 ENGLlSH JOURNAL 

15 ESSA YS IN CRITIClSM 

16 FEEDSTUFFS 

17 HARVARD EDUCATIONAL REVIEW 

18 IEEE TRANSACTIONS CR-007 RELIABILITY) 

19 INDEX MEDlCUS 

-9ー

Vol 31 NO.l J.u. 1998 

法文・経嘗学専攻

医学・歯科目腔外科学

法文・人間行動専攻

法文ー経営学専攻

理学・数理科学科

保健・母子看護学

医学脳神経外科学

保健・母子看護学

教育保健体育

理学数理科学科

法文人間行動専攻

医学・泌尿器科学

医学解部学第一

理学・数理科学科

理学・数酬伴科

工学・機械システム工学

理学海洋自酷科学生物系

医学・放射線医学

教育 ー家政専攻

医学ー解剖学第一

農学 ー生物生産

理学ー化学

農学生物生産

医学・眼科学

匝書館/農学共通/理学。化学

園書館/農学共通/理学化学

医学放射線医学

教育英語専攻

医学内科学第二

工学電気電子

教育英語専攻

教育英語専攻

農学・生物生産

法文・人間行動専攻

工学機械ンステム

医学コアジャーナル



"' ... 大学附属図@側報 Vol 31 No.l Ja.n.凶制

20 INDUSTRIAL EDUCATION 教育技術教育

21 酎TERNATIONALSUGAR JOURNAL 農学・生産環境

22 JOURNALOF凹TELLECTUALDlSABlLlTY RESEARCH 教育 ・特殊教育

23 JOURNAL OF NEUROSClENCE METHOD5 医学・脳神経外科学

24 JQURN AL OF TEXTURE STUDIES 農学 ー生物生産

25 KL町田C問 MONATSBLAEHERFUER AUGENHED<UNDE 医学・眼科学

26 MANAGEMENT SClENCE 法文 ・経営学専攻

27 MATHEMATICAL PROGRAMMING 工学・情報工学

28 MATURlTAS 医学成人保健学第二

29 METEOROLOGICAL MAGAZINE 教育情報教育

30 NINETEENTH-CENTURY LITERATURE 教育英語専攻

31 NげfRITlONA田TRAcrS& REVlEWS 5E回ESA ， HUMAN & EXPER刷.ENTAL 農学・生物生産

32 PALAEOGEOGRAPHY， PALAEOCLDMATOLOGY， PALAEGEOOLOGY+ 

GLOBAL AND PLANET ARY CHANGE 農学 ・生産環境

お PHl DELTA KAPPAN 法文・人間行動専攻

34 PSYCHOLOCICAL ABSTRACTS WITH ANNUAL INDEX 紋社会悦4哩宇/腕'.書4哩

35 QUARTERNARY R田 EARCH 農学 ・生産環境

36 RADlOTf包RAPYAND ONC口ILOGY 医学・放射親医学

37 REGIONAL AlR L'lTERNATlONAL (CF∞MMUTER A田iNTERNATIONAL 教育祉会専攻

お SEMINARSRADlATION ONCOLOGY 医学 ・放射線医学

39 SKELETAL RADIOLOGY 医学 ・放射線医学

40 SOLlD STATE / SUPERCONDUCTIVITY ABSTRACTS 工学・電気電子

41 THEORETlCAL & APPLlED GENETICS 農学 ・生物生産

42 YEAR BOOK OF NUCLEAR MEDICINE 医学 ー放射線医学

43 YEAR BOOK OF ONOOLOGY 医学 園放射線医学

E詰 8 r CA SELECT J ・9rCA WEEKLYJは1998年版からCD-ROMに変更されます。

1998年新規購読圏内雑誌

l DESIGN NEWS 年刊 法文地理・人類学専攻

3 鹿児島民俗 年 3団 法文・地理・人類学専攻

4 看際実践の科学 月刊保健成人老人看護学

5 季刊考古学 季刊法文地理人類学専攻

6 教育園鰭 季刊教育国語教育

7 こころの看護学 季刊 保健・成人老人看護学

8 産科と婦人科 月刊 医学・産婦人科

9 小児理号越 月刊 保健・母子看護学

10 数学のたのしみ 隔月刊 教育・数学教育

11 性格心理学研究 年刊法文・人間行動学専攻

-10ー



務噂大学附腐図om穆

12 西郊民俗

13 民具マンスリー

14 民俗

15 臨床看護

16 老年看護学

Vol. 31 NO.l J.n， ]998 

季刊 法文・地理ー人類学専攻

月刊 法文ー地理・人類学専攻

季刊 法文・地理・人類学専攻

月刊 保健成人・老人看護学

年刊 保健・成人ー老人看護学

1998年購読中止圏内雑誌

l 看護展望

2 教育心理学研究

3 教育心理学年報

4 健康管理

5 サッカーマガジン

6 歯科基礎医学会雑誌

7 児童心理

8 食品工業

9 心身医学

10 精神医学

U 生物環境調節

12 日本眼科学会雑誌

13 日本眼科紀要

14 農業技術

15 農耕と園芸

16 分光研究

17 ラグピーマガジン

保健・成人・老人看護学

教育・特殊教育

教育 ・特殊教育

保健・保健管理学

教育・保健体育

医学 ・歯科口腔外科学

教育 ・特殊教育

教育・家政

保健成人老人看護学

医学・精神衛生学

農学・生物生産

医学 ー眼科学

医学 ・眼科学

農学・生物生産

農学・生物生産

理学・化学

教育保健体育

本学教官著作寄贈図書案内

1997年8月-1997年10月

Anthony P. Jenkins (法文学部)

記録史料の情報資源化と史料管理学の体系

化に関する研究 特定研究/国文学研究

資料館史料館[編] 束京 国文学研究資料

館史料館， 1997.3 (研究レポート， 1) 
014.7-KE 

崎原盛造(医学部)

沖縄の気候・風土と長寿に関する研究，平

成8年度[西原町1 (沖縄県): [崎原盛造]。

1997.3 WT1l6 

沖縄長寿総合調査報告書東京 長寿社会

開発センター， 1997.3 WT1l6 

柊山幸志郎(医学部)

老年者のADL阻害要因とQOL調査に基づ

く介護福祉対策事業報告書東京 日本循環

器管理研究協議会， 1997.3 WYIOl 

注)各資料末尾の記号は請求記号です。
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本学紀要類紹介:

『琉球大学理学部紀要J(Bullet血。fthe 
CoUege of Science University of the Ryu 

kyus) 
発行者ー 琉球大学理学部

1957年創刊 B4版年2回発行

ISSN-0286-9640 
本髭は、『文理学部紀要

理学編 J (1957)、f理工学

部紀要ー理学箱一J(1967)、

Vol Sl NO.l J・D.1998 

理学部

研究を本学部で行った外来研究者・大学院生 ・

学部学生で、かつ編集委員会の合意を得た者

である。

出版費用は、原則として学部共通経費をあ

て、毎回350部が刊行され、園内・国外はも

とより各種研究機関等へも交換用図書として

発送されている。

「理学部紀要J(1979)と学部

改組にともなって名称を変え、

原則として年2函(3月と 9
月)刊行され、今年度9月に

は第64号が発行される予定で

ある。
一……M 回目

本誌への投稿原稿は、理

学に関する原著論文総説

論文、発表すべき資料・デー

夕、その他、編集委員会が

妥当とi'lめたもので、かっ

他に印刷・公表されていな

いものに限られる。

より質の高い理学部紀要を

目指すべく、編集方針を定め

た編集規約投稿規定等が制

定され、かっ紀要の編集およ

び出版に関する責務と然るべ

き権限が紀要編集委員会に負

わされている。

酬町一叫削
使用言語は、英語または

日本語で、投稿に先だって

原稿町内容について最も適ぬ・0

した校閲者(一人以上)の

吟味を得なければならない。」 叫 |なお、定年退官の教官が

いる年度には、 退官者のプ

ロフイールおよび研究業績が紹介される慣例

投稿資格者は、本学部の現・前(元)教

職員、本学他学科の教職員および当散論文の

となっている。

(紀要委員 伊佐英信)

図書館肉に検索岡端末が増設立お参事 f

現在、図書館内での利用者検索用端末が不足しており、ご不便をおかけLておりま

す。その対策として、このたび各方面のご理解とこ吹協力により 15台の検索用端末が増

設されることになりました。これにより、検索用端末が空くまでの待ち時聞が解消さ

れるのはもちろんのこと、図書館内町「ライプラリー ワークショップJにおいても

受講者自身がパソコンに触れる機会が増すことにより、効果的に受講できるようにな

ることが期待されます。実際に検索用端末が利用できるまでには多少の時間がかかり

ますので、利用古町T能になりましたらあらためてホームページ等でお知らせします。

-12-



1Iff現実大学附属図書簡締 v，え 31No.I Jall. 1S98 

「宮良殿内文庫貴重資料展」

盛況のうちに終わるー約350名が見学一

附属図書館は、所蔵する貴重な資料を広〈

一般にも公開するという趣旨で『資料展示会J
を毎年行っています。今年は通算第5回目の

展示会として「宮阜殿内文庫貴重資料展」を

開催Lました。平成9年11月11日から21日ま

での11日間、附属図書館多目的ホールで開催

されたこの展示会には、その模様がテレピ、

新聞で紹介されたこともあって、学内外から

約350名の多数の方が見学に訪れま Lた。

「宮良殿内文庫」というのは、琉球王府時

代、八重山石垣で代々八重山の頭職(八重山

の「かLらしょく」は富良間切の他に石垣・

大浜間切に各l名の頭職がおり 3頭制)を勤

めていた宮良家に伝わる宮良殿内文書(みや

らどうんちもんじよ)類のことで、その内容

は多岐にわたり、資料の範囲は明和の大棒読

(1771年)から明治の琉球処分(J879年)前

後まで含まれており、八重山研究の一級資料

といわれております。この文書類は、富良家

第10代当主富良酋智氏のご芳志で、昭和37

(1962)年に本学へ寄贈されま Lた。これら3
00点近い多数の貴重な資料群を当館では 「富

良殿内文庫Jとして保存Lてきましたが、こ

れまで内外の多〈の研究者に活用され、その

成果は研究論文、報告書として出されており

ます。

今回の展示会は会場の都合もあって、宮良

殿内文庫の中から選んだ下記の16点と宮良殿

内文庫ではありませんが、八重山に関する資

料である「藁算J(ジョージ H.カー氏寄贈)

の針17点を展示Lました。

No.l. r進貢船ー接貫船、唐人通船・朝鮮人乗

船・日本他領人乗船、各漂着井破損之

時、八重山島在香役々勤峨帳(しんこ

うせん・せっこうせん、とうじんつう

せんちょうせんじんのりふね・にほん

たりょうじんのりふね、おのおのひょ

うちゃくならびにはそんのときやえや

まじまざいばんやくやくきんしょくちょ

う)J

No.2. r八重山鳥蔵元公事帳(やえやまじ

まくらもとくじちょう )J
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No.3. r八重山島柏山職務帳(やえやまじ

まそまやま Lょくむちょう )J
No.4. r八重山島諸座御規模帳 (ゃえやま

じましょざおきもちょう )J

No.5. r<瓦葺き屋敷をカヤ葺きへ戻すこと

を通達した)覚」

No.6. r頭役被仰付候以来日記(かLらや

くおおせつけられそうろういらい

につき )J

NO.7. r<仮)墓地風水図(ぼちふうすいず)J

NO.8. r(八重山島へ一世流用1])手形J
No.9. r祭之時膳符日記(まつりのときぜ

んぷにつき)J
No.l0. r好生要伝(こうせいようでん)J

No.ll. r琉歌集(りゅうかしゅうJ) 
No.l2. r大和歌集(やまとかしゅう )J

No.l3. r鄭嘉訓書(ていかくんしょ )J
No.l4. r馬絵(う まえ)J
No.15. r笛井鼓大小太鼓打合段(ふえなら

びにつつみだいしょうたいとラちあ

いだん)J

No.16. r太上感応篇大意 {たいじょうかん

のうへんたいい)J
ところで、貴重資料展示会の開催に当って

学内の教官から多大なこ省力を賜わりました。

法文学部の池宮正治教授から宮良殿内宝庫の

概要についての玉稿を頂きました。また展示

資料について池宮正治教授の他に教育学部の

金城須美子教授及び農見山和行助教授から各々

貴重な解説文を頂きましたa 更に宮良家より

系図の写Lをご送付頂きました。ここに厚く

お礼申し上げます。

現在、附属国替館では平成9年度の文部省

の科学研究費により富良殿内文庫の両像デー

タ作成(電子化)の取組みを行っており、そ

の解説に当って上記の 3名の教官の他に、法

文学部の上里賢ー教授並ぴに高良倉吉教授の

二人のご協力を頂いております。これについ

ては作業が完了後、今年3月までには、イン

ターネットを通して学内外に公開する予定で

す。(資料展示委員会)
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図書館ポ弓〉子ィ?に感謝状贈呈

このたび、附属図書館の利用者に対して援

助をしていただいている図書館ボランティア

に感謝状が贈呈きれた。

附属図書館では平成8年11月より図望書館ボ

ランテイアを導入しているが、 1'年を経過し

現在なお活動中の9名町ボランテイアに贈呈

することになり、 12月16日(火)11時より図

書館長室において金成館長より一人一人に贈

呈された。

9名の各ボランテイアは、仕事を持つ傍ら、

また学生は授業の合間に活動しており、 l年

感謝状贈呈風最(館長室に亡)

聞のほほ一か月間ボランティア活動をしたこ

とになる。

10月に図舎館で実施した 「利用者アンケー

ト」では、ボランティアに対する感謝の言葉

が非常に多く寄せられた。今後とも図書館ボ

ランテイ 7制度の継続のために、図書館側で

はボランティアに対する研修・教育の充実や

ボランテイア同士の交流会開催の他、ボラン

ティ 7ft制度のPRに努めたいと患っている。

(情報サーピZ諜)

遡及入力作業風最

遡及入力を実施中

図書館3階のニュ メディ 7室町奥半分で、

端末に向かつて一心不乱で作業している集団

にお気づきの方もいるかと思います。これは

図書目録情報の遡及入力を行っているところ

です。

図書館では、 30万余冊の図書の目録情報を

コンピュ タに入力して、端末から検索でき

るようにしていますが、まだ未入力の図書が

書庫や研究室に約33万冊ほどあります。また、

入力済みのデータの中にも簡略な形で入力さ

れ学術情報センターに登録されていないデー

タが約17万件あります。図書館では、これら

の未入力図書と簡略データ言t50万件を対象に、

10年計画で遡及入力にとりかかりました。

昨年度は2万冊を入力 Lました。今年度以

降は毎年4万冊の入力を計画しています。

今年度の作業期間は11月より 3月までです。

主と して増築書庫 2階の 3-4類の書架の入

力対象図書をニューメディア室に移して、学

術情報センターに登録しながら当館にもダウ

ンロードしています。データが徐々に整備さ

れ、利用しやすくなります。作業中はご迷懇

をおかけするかもしれませんが、よろL<ご

協力ください。 (図書情報係}

一11ー
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琉球大学附属図書館のあゆみーシリーズ①ー

はじめに

琉球大学附属図害舘が1950年に創設されて

から、半世紀近くなろうとしている。今日の

附属図書館の発展を見るとき、この陰に先人

たちのたゆまざる苦労があったように恩われ

る。さらに創設後もハワイ県人会等海外の同

胞、ミシガン大学等米国大学及ぴ文部省を始

めとする本土諸大学による様々な援助のもと

で資料の収集や、人材育成等が図られたこと

が挙げられる。そこで、図書館先量産諸氏の限

りない努力と研鍵を改めて見詰め直L、これ

からの私達の道しるべにしていきたいという

ことで附属図書館の足跡をたどってみた。

。 草創期(1950年代)

1949年6月B日大学の本館と共に附属図書

館の建築が始められ、翌年の1950年4月25日
に守札の門より坂を上がった右側に床張りの

木造瓦茸遣が竣工した。創立当初の蔵書は箪

及びハワイ在住沖縄県人会等の海外同胞から

の寄贈図舎が凡そ3万冊で、大半が洋書であっ

たという。「琉大風土記」によれば、工事期

間中町1949年9月、沖縄外国語学校名護分校

で英語の教師をしておられた東江康治氏(元

学長)が民政府からの依頼で、教室に寝泊り

しながら開校間近い琉大に送られてくる図書

の分類作業をしていた。当時のことゆえ書籍

のない時代で、真新しい洋書の原書は魅力的

であったようだ。

図書館は、 1950年5月5日に琉球大学文化

センター(インフォーメーンヨンセンター)

として開館した。イノフォーメーシヨンセン

ターでは最新の日米の書籍、雑誌その他の情

報資料を備え、世界ニュースや映画も放映さ

れていたという 。5月22日には琉球大学が関

学した。 1952年4月、仲宗根政普教授が初代

館長として就任した。 1953年5月、文部省図

舎館職員養成所で図嘗館学を専攻Lた平良恵

仁氏カ可中宗根政普教授に呼ばれ{在職中の本

人から直接聞いた括による)、図書館司舎と

して勤務Lた。当時の図E書館は活字に飢えた

堂平朝美

学生たちで遅くまで利用され時間がきてもな

かなか閉館できなかったという。平良氏はそ

の後、 1957年に事務長事務取扱、 1960年に初

代事務長として定年退職までの釦余年勤務し、

今日の琉球大学附属図書館の基盤を築いた。

1958年4月、本土の国立各大学に図寄舘運営

方法、職務分掌、機構など照会し、手探りの

中から、草創期の図書館運営に様々な苦心を

した。図書館職員の増員に腐，(.，l、組織の強

化と見直Lを図ってきた。1954年4月より夜

間開館の実施、殊に図書館職員の資質向上の

為、講習会等は機会あるごとに実施してきた。

中央図書館制度を導入し、資料の効串的運用

を図り、蔵舎の少ない図書館の整備のため、

本土の各大学、機関に絶えず資料の寄贈依頼

をL、更に、戦火で焼失した沖縄関係資科の

収集については、マイクロ複製等を含めてあ

らゆる機関を通じて入手に努め、今日の沖縄

関係資料の整備基盤をなした。

。宝くじの発行

1952年初代学長の志喜屋孝信氏の退官を機

にその業績を記念するため、新図容館の建設

を計画した。琉主主大学ファウンデーションが

開学記念文庫基金をもとに1954年4月l目、

琉米親善委員会の協力で l鍵1ドル景品付き

宝くじ22万本を発行、 l位は賞金 1万ドル

(120万B円)で 2位から 4位まで外国の高級

車が当たるというセンセーショナルな宝く じ

で人々の関心を呼び起こした(注 B円はB

型円軍票のことで戦後沖縄の米軍統治下時代

の通貨で1948年7月にドルの替わりに法定通

貨として指定され、 1958年9月のドル交換に

いたる10年間使用されたもので 1ドルは120

B円に相当する)。当時の地元の新聞 (沖縄

タイムス、琉球新報1954年4月)によると琉

大の職員、学生も街頭に繰り出し道行く人々

に志喜屋記念図書館の建設に協力しましよう

と呼び掛け「幸選のカギJr琉米親普のカギ」

と称した宝くじを売り出したこと等が載って

いる。女子学生はというと街頭だけでなく、

-15-
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行政府にも乗り込み、官吏たちも女子学生群

を見て右往左往、あわてて金色のカギを胸に

つけたという。宣{云のためサウンドカーを先

頭に 3台のトレーラに乗せて市内を走る賞品

の高級車は人々の目を引いた固その頃の思い

出として、車町特大のキーを持ったアメリカ

の女性が外国車に乗って、はなやかに街をパ

レードしていたように覚えている(中学生だっ

た私はそれが図書館建設の資金の一部とは知

らずに)ロ宝くじは5月初日のベルリ来琉百

年記念祭に発表された。「疏大風土記jによ

れば}等に当った人は高校の教諭をしていた

金城金蔵という名前からしていかにもお金に

縁がありそうな人で、当時話題になったそう

である。賞金の12日万円は琉大に20万円、そ

の他に育英資金と赴任校の図書館建設資金等

に充て、本人には一円も入らなかった。それ

どころか周りからお金を貸してくれと言われ

たり、寄付の依頼がきたり Lて身内にとって

良いことではなかったという。ポエタ ーは美

術の教官の安次富長昭先生(当時学生)のデ

ザインで原本は現在図書館に保管されている。

この純益金 (4，515，250B円)と住民の寄付

金 (451，512B円)に加えて不足分はファウ

ンデーション理事長デイフェンダーが琉球銀

行から借款することで1954年6月17日に着工、

総工費2，175万円で眼下に竜溜池を見下ろす

見晴らしのよい丘に 5階建の総タイル張りの

近代的な図書館が1955年12月10日に竣工L、

翌日日に軍官民多数参列のもとに盛大な譲渡

式が挙行された。図書館は初代学長の宏、喜屋

孝信氏の名にちなんで「志喜屋記念図笹館」

と命名され玄関には志喜屋記念図書館の銘板

が英文と和文左右別々に掲げられた(その石

板は現在の千原団地移転の際に取り外され、

附属図書館の戦後資料室に保管されている)。

志喜罵記念図書館から見晴らせる竜jJ，[池はい

にLえの王朝時代に中国の冊封使(中山王を

lHl封するために来琉した中国の使者)を歓待

するために艇竜紛能争や御冠船踊り(宮廷舞

踊)を催したという。年中、池水満々とたた

え竜揮池に映る附属図書館の影も見事な光景

であった。 1948年12月来島したマッカーサ指

令部琉球局長ジョンー H-ウェッカリング准

将と山城文教部長との聞で首里城跡が琉球の
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政治と教育に深いところから、大学を設立す

るのにふさわしい所との意見町一致を見て、

首里市民の大多数の賛同もあって、決定した。

現在の図書館長室に掲げている英文のマッカ

サー書簡(写し)に首里城に創設した琉球大

学の建学のいわれが記されている。元同窓会

長の和気氏によれば1950年5月に開学した当

初は校内は至る所に砲爆弾にえぐられた深い

穴があり、その破片は玉城の瓦機と共に無数

に散在して、その穴埋めのために学生は労務

を提供したそうである。来る日も来る日も労

務に追われ、現実と理想、のギャップで学業を

中途断念するものも多数いたという。 1946年
訓練学校として発足した具志川村にあった外

国語学校と文教学校が首里に移転してきた。

夏の炎天下で臓員、学生が一丸となって奉仕

Lて職員の住宅の建設にあたった。こうして

両校を併合して関学した琉球大学は1950年5

月22日に、英語学部、教育学部、社会科学部、

理学部、農学部、応用学芸学郁の6学部編成

の規模で 1、2年次合わせて562人の学生、

44人町教官を擁L、戦前、戦後を通じて沖縄

で初の大学がスタートすることになった。そ

の年11月4日に当時の沖縄民政府知事の要職

にあった志喜屋孝信氏を初代学長に迎え、大

学としての陣容が整った。それまでの問、安

里漉秀氏が学長代理として就任した。当初は

どの学部でも英会話の授業があったという。

附属図書館は創立当初は l名でスタート L、

1952年は 2名、53年5月に4名増員、 53年12
月に図書館の組織は司舎係と奉仕係の 2係で

僻成し、司笹係は庶務、会計、目録、分類等

を、奉仕係は閲覧、貸出、参考、正H刷、製本、

読書相談等を担当した。 54年には定貝13名と

なり大学図害館としての基礎が確立された。

56年に総務係、整理係、運用係の3係16名に

掃除婦2名を加えた18名になり、その業務内

容は総務係は庶務、渉外、受入等、整理係は

分類目録、図書の保存、曝書、防虫、運用係

は図書の閲覧、貸出、参考業務等であった。

57年2月、 3名の増員を決定、定員21名になっ

た。 1954年4月より、夜間開館を午後9時30
分まで、 2名のアルバイトと職員 l名計3名

体制で実施した。開館時聞の延長と図容の充

実に伴い、人館者が急速に増え、閲覧室の外
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にあふれ、館内の混雑を緩和するため、閑架

式閲覧方法が採用された。館外貨出状況は

1953年度は12，031冊であったのが1954年度は

29，256冊に倍増し、図書費も1952年度より年

間2百万B円になった。

。中央図書館制度

1953年7月l目に中央図嘗館制度を採用、

それまで学部にあった図轡を園舎館で集中管

理して、学部割当て予算を 元化して、図書

館で運営する方針に改めた。ここに今日の中

央図書館制度の基礎が確立されたのである。

又、県民にも広〈資料を開放、創立当初の頃

から地域に開かれた図書館として親しまれて

きたのである。

。宿直司耐震

木造建築時代の図書館は頻繁に盗難事件が

あり、 1954年2月後半から宿直制度を導入、

図書館員 2名を交替で配置して、盗難及び火

災防止に努めた。盗難の状況はコソ泥的性質

のもので、警備員は速くにいたため管理が十

分行き届かなかったことによる。 4月の夜間

開館 内 時30分閉館、職員午後10時退庁)の

実施により宿直制度を中止し、替わりに警備

員が午後9時30分から翌朝まで勤務するよう

になった。

。建物

当初図書館は新館5階建の 1階から 3階ま

で使用し、 3階閲覧室の一部に新聞雑誌を慣

いていた。1階は蔵書室並びに閲覧室、中 2

階は蔵舎室、郷土資料室、 3階は会議室並ぴ

に閲覧室、 4階は教育学部並びにミシガン大

学教授研究室、 5階は文理学部教授研究室に

なっていた。火災復旧後、 4、5階の教官研

究室を廃止し、 5階をホールとして講演、英

語弁論大会やクラブの発表会等に利用したが、

1962年以降全|培図書館として使用することに

なった。

。高校生の図書館利用

首里、那揖i市内の高校生が自習を目的に L

た本館利用が増え、学内の利用者の座席数も

余裕のないことから、その対策のため、 1958

年1月に市内高校長あて資料の利用に対して

は出来る限り関覧の便を図るので、閲覧希望

の図書名等の証明書を各高校で発行し、本人

に携帯させるよう協力依頼している。
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。雑誌名の募集

1958年2月、図害館発行の雑誌に、モダン

な名前を付けるべく、誌名の募集のため図書

館員に賞金l等百円の懸賞金をかけた (4月
にU， R. 1.レピュー第l号誕生)。当時

は、出版物の発行に際して、行政主席の認可

が必要であった。学内の職員、学生を対象に

その内容は、「図書館の問題J、「書評、出版

案内」、「入荷図書リスト」、 「重要記事索引」

等である。隔月刊で1，500部の範囲の刊行の

申請を 3月に行ない、 4月に第1号を発行し

ている。

。読書調査と図書館に関する?ンケート

1953年10月に読書週間、吉、喜慶記念図書館

設立の参考に資するため学生の読書に対する

調査を行い、園舎、雑誌の読書傾向、図書館

の利用度、希望を聞いている。 1958年5月5

日から10日までの 1週間、学生に対して来館

の目的、 目録カ ードの利用の仕方、貸出方式、

開館時間、請求図瞥の有無、その他図害館に

対する要望事項等調査している。さLっ・め今

日の自己点検量F価のアンケートのはしりとい

うところであろうか。

。オリエンテーション

1958年4月の新入生へのオリエンテーショ

ンでは喫煙家以外での禁煙、図瞥の保存上、

塵挨の防止は必要なので泥靴は十分洗い落と

して入錯すること、館内の湿気防止の為、雨

具類は閲覧室に持ち込まないこと等を注意し

ている。その他、館内の出入り口と Lて1階

北側玄関(竜溜池側)、 3階玄関、及び3階

東側通用門の3カ所を指定して、それ以外の

出入りを禁じている。館内での利用は閲覧証

と引き換えに「図書借覧証」に記入して係員

より図瞥を受け取る出納式であった。 l階は

書庫と開架図書があり、 2階(中 2階)は洋

書庫、 3階は雑邸、辞典、指定匿容、郷土資

料等の貴重図書、全集等の高額図舎が配置さ

れており、自由に閲覧できるが貸出は出来な

い。館外貸出は 1人2冊まで10日間で他に予

約者がない限り 2回まで延長出来る。オ リエ

ンテーションは新入生566名に対して、図害

館で学部別に3つにわけ、 l番多い文理学部

は5階ホール、教育学部は 1階閲覧室、農家

政学部は3階雑隊第で3名の図舎館員が各々

-17ー



琉球大学F付属関白側報

分担して行っている。

。学生アルバイト

創立当初から学生アルパイトを採用して、

ラベル張り、基本カード、閲覧カード作成等

にあたり、その他舎架の豊富頓等に割り当てら

れた。 1953年当時、学生アルパイトは時給10
円 (B円)で個人差はあるが月平均40時間弱

(400円)勤務している。 1954年5月には時給

15円 (B阿)になっており、その頃の図書館

聡員の給料が月額平均4，000円弱であった固

この中から卒業後図舎館職員になった人もい

る。

。職員研修

機会ある毎に講習会を開き、 1953年に図書

館職員の資質向上を計るため図書館を 2日間

にわたり閉館して午前9時から午後4時まで、

館内で第 1回の実務講習会を行っている。講

師は平良氏が図曾館経営と図書目録法を、大

宜見氏が図書分類法と図書館奉仕を担当して

いる。又、司書養成のため本土夏季鰐座に参

加、公費及び自費で職員を派遣している。

1957年12月26日から27固まで本館の司舎を講

師にして、図書館 1階で研修会を開催した。

大学職員以外でも広〈学外の中高校教員、文

化会館職員等に無料で門戸を開放して、図書

分類法、図密目録法などを指導した。午前は

図書分類法を大城重雄氏が、午後は図書目録

法を山田勉氏(部制f去の初代閲覧課長)が担

当し、 2日目は午後の研修終了後、研究討議

に入り終了している。 2日聞の研修期間に学

校図書館関係者など多数の教員が参加してい

る。又、夏季の休暇を利用して、図書館職員

の研修を実施し、職員自身が講師になり担当

する業務を各々 2-3時間程度説明している。

。火災

新館設立まもない翌年の1956年9月3日午

前9時頃、図舎飽 4踏にあるミシガン派遣団

教官室から出火、 4階、 51暗は全焼、 3階は

辛うじて類焼を免れた。図書3，000余冊が焼

失L、被害総額千数百万円であった。火災後、

篤志家の寄付があり、火災保険金と一般見舞

金及び琉球政府補助金により、翌年の7月に

は4、5階は完全復旧Lた。出火の原因は漏

電で当時はハシゴ消防車がなく、 4暗まで放

水が扇きかねて消火に手間取り 5階まで類焼

Vo1. 31 No.l Ja.n】'"

したといわれている。火元に届かない消火た

め、やじ馬から投石され窓ガラスが割れた。

その為、かえって空気の流れが良くなり、折

りからの台風の余波による強風などで益々火

の勢いを増したという。火災は軍民消防隊員

の協力で2時間以内で鎮火Lた。 「流大風土

記」によると、キャンパス内のKSARラジ

オでも実況放送されたという。 3日の夕刊に

よると、首里高校では警報とともに授業を中

止して、高校生が現場に駆け付け、列をつくっ

て図書館から手渡しで館外へ資料等を運ぴだ

した。伊波文庫など貴重な蔵容は幸い難をま

ぬかれたが、 4階、 5階にあった文理、教育

学部各教官室の貴重な地図類や教官の多年の

研究資料、学術資料が焼失した。ラジオの呼

び掛けで5日の午前9時から那覇近郊の職貝、

生徒約300名が集まり、 4、5階のガラ ン堂

になった焼け跡からλコップでかいだし、パ

ケツ等で片付けたが、復旧まで1カ月を要し

た。

。郷土資料

先の大戦で郷土資料の入手は困難を極めて

いるが、 1955年5月20日、ロック 7エラー財

団より図書購入費として琉球大学ファウンデー

ションに5，000ドル (60万B円)の寄付があ

り、その中の15万円で伊波普猷文庫を購入し

た。 1957年5月には島袋源七氏蔵省115冊を

受け入れた。その他、国会図書館、東京大学、

京都大学、九州大学、鹿児島県立図書館所蔵

の文献収録にもマイクロフ ィルムその他の複

製等で入手して、各図書館の好意ある援助を

受けている。

。国際交漁業務

1886年プリュッセルにおいて、各国の図書

館の国際相互協力の下に広〈士献資料の交流

を計る目的で「公文書、学術的刊行物の国際

的交換に関する条約」が結ばれ、 E本は準条

約固として参加している。 1955年7月14日よ

町米国議会図書館、ニューヨーク公共図書館

とは相互に文猷交流を目的として始的、紀要

類を交換受入れ、当館からは琉球内の出版物、

政府刊行物、大学内の出版物を送付している。

つづく (とよひら ともみ凶嘗館専門員)
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。2月の試験期祝日開館について

平成10年 2月11日 (水)は建国記念日ですが、試験期のため開館します。

開館時間 13 ∞-17 目。

。長期貸出について

長期貸出は平成10年 2月初日(金)から開始Lます。

返却期限は平成10年 4月13日[月)迄です。

。春季休業について

平成10年 2月24日 (火)-3月31日(火)は春季休業で開館時間に変更があります。

中央館の開館時間は月曜日~金曜日 8 : 30-17 : 00 
土曜日・日噴日 開館

医学部分館は通常どおり夜間開館を行います。

月曜日~金曜日 8 : 30-21 : 00 
土曜日・日曜日 13: 00-17 ∞ 

'* 本館では当月、翌月の開館案内{カレンダー)を入口及び掲示板に掲示しています。

ご留意ください。
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沖縄関係資料新着案内

1997年8月-1997年10月

。類総 記

l 民間学事典，事項嬬/鹿野政直，鶴見俊

輔，中山茂編東京 三省堂， 1997.6 
K002-M1 

2 民間学事典，人名編/鹿野政直.鶴見俊

輔， 中山茂編東京 三省堂， 1997，6 
K002-M1 

3 笑う fうちなーぐちFAXノl、全， 2/ラジオ

沖縄「前回すえこのいいことありそうウィ ー
クエント・」沖縄探検隊編 那繍ポーダーイ

ンク， 1997.8 K049-RA 
4 岸秋正文庫の世界 沖縄へのまなざし

沖縄県公文書館特別展/沖縄県公文書館編

南風原町(沖縄) 沖縄県公文書館，1997.8
K090.2-K1 

5 庄構冊封琉球使録三縞/迂揖[著1;原

因爵雄訳注宜野湾 格樹書林， 1997.9 
K092.4←OU 

2類歴 史
l 沖縄を知る日本を知る/新崎盛晦著 大

阪 部落解放研究所，大阪 解放出版社

(発売l，1997.4 (人権ブックレット ，51) 
K200-AR 

2 ハヤ ト南島共和国/中村明歳編 鹿児

島 春苑堂出版， 1996.3 (かごしま文庫，

29) K219-NA 
3 具志川市史.第3巻民話編上伝説/具志

川市史編さん委員会編 具志川 具志川

市教育委員会， 1997.3 K224-GU 
4 羽衣Book ぎのわん市民便利帳/沖縄

広報センター[繍] 宜野湾 宜野湾市広

報広聴謀， 1997.1 K228-0K 
5 那覇市史，通史篇第 l巻/那覇市企画部

文化援興課編那覇 那覇市役所， 1985.8
K231-NA 

8 爽風ー過 外問政彰追悼文集/外間政

彰追悼文集刊行委員会編 [那靭] 外間

政彰追悼文集刊行委員会， 1997.6 
K289-HO 

7 素顔の伊波普猷/比嘉美津子著那鞠

ニライ社， 1997.8 K289.1-HI 
8 首星城周辺史跡マップ 首呈城普及密
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/古塚逮朗[ほか]著[那覇] 海洋博覧

会記念公園管理財団， 1997.3 K290.38-SH 
9 ゼンリン住宅地図 沖縄県 宜野清市.

1997，北九州 ぜンリン， 1997.10 
K290.38-ZE 

10ゼンリン住宅地図 沖縄県 具志川市，

1997 北九州 ゼンリン， 1997.8 

K290.38-ZE 
11.ゼンリン住宅地図 沖縄県 糸満市・具

志頭村・大里村・玉城村， 1997 北九州・

ゼンリン， 1997.8 K290.38-ZE 
12沖縄 若夏の記憶/大石芳野著東京

岩被害底， 1997.6 K290.9-OI 
13 おきなわJOHOデータブック， '97/おき

なわ情報 [銅] 那覇 おきなわ情報，

1997.6 K291.9-0K 
14 ペルリ提督琉球訪問記/ベJレリ[著);

神凹精輝若訳東京 図書刊行会， 1997.7 
K291.99-PE 

15奄美、もっと知りたい ガイドブックが

舎かない奄美の懐/神谷裕司著鹿児島

南方新社， 1997.7 K296-KA 

3類社会科学
1 冷戦後の日本と沖縄 その自立共生

平和の展望 日本平和学会1996沖縄研究

集会報告集/佐久}11政一，鎌固定夫編東

京 谷沢書房， 1997.6 K302-SA 
2 筑索哲也の「世世・世(ゆー申ー申ー )J

おきなわ版「多事争論J，パート2/筑紫
哲也著那覇 沖縄タイムス社， 1997.7 

K302-TU 
3. r地域が主役」とは 1980-1984年/有村

善一著，柳瀬古雄編 [宜野湾] 有村善

一著作集刊行委員会，宜野湾 裕樹害林

(発売)， 1997.9 (社会を見つめて41年
有村の眼) K304-AR 

4 希望の持てる21世紀へ 1985-1996年/

有村善一著，柳瀬古雄編 [宜野湾] 有

村善一著作集刊行委員会，宜野湾 格樹

書林(発売)，1997.9 (社会を見つめて41

年 有村の眼1 K304-AR 
s 第三の世替わりの中で 1968-1979年/
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有村善一著 l 柳瀬吉雄編 [志野湾] 有

村善一著作集刊行委員会，宜野湾 格樹

害林(発売).1997.9. (社会を見つめて41年
有村町眼) K304-AR 

6 那覇市議会史，第4巻資料編3 新聞に

みる鍍会(戦前期)/那覇市議会事務局議会

史編さん室編那覇 那瀬市畿会.

1997.3 K318A-NA 
7 安保・沖縄問題と集団的自衛権/上田耕

一郎著東京 新日本出版社.1997.5 
K319-UE 

8 沖縄から見た平和憲法 万人(うまん

ちゅ)が主役/高良鉄美著東京 未来

車吐.1997.8 K323-TA 
9 沖縄県産業連関表 県経済の構造と機

能.平成2年/沖縄県企画開発部[編]那覇

沖縄県企画開発部統計課.1995.9 
K33U9-0K 

10 沖縄県労働史.第5巻/沖縄県鵡工労働

部 緬 那 覇 沖縄県.1997.3 K366.6-0K 
11 サシパ舞う頃に/上里一之著西原町

{沖縄県) 上皇一之.1997.5 
K369.27ーリE

12 因子監と琉球人留学生 中国最高学府

に学んだ琉球の若人 首里城公園企画展

/海洋博覧会記念公園管理財囲網 [本部

町(沖縄県)] 海洋博覧会記念公園管理財

団. 1997.3 K372.l04-KA 
13 ワクワクキャンプmおきなわ キャン

プ地徹底ガイド/浦崎猛若 中城村{沖縄

県) む吉社.1997.7 K374.8-UR 
14 波涛を越えて [竹富町立鳩閲小学校]

創立百腐年記念誌/鳩問小学校創立百周年

記念誌編集委員会編竹宮町(沖縄県)

竹富町立鳩間小学校. 1拘7.6 K376.28-CH 
15 遥なり激動の少年期 戦後五十周年記

念誌ー楚過国民奇襲税1940-1945/楚辺国民

学校同期生会[編] [出版地不明] : [楚

辺国民学校同期生会J. [1996.11] 
K376.28-S0 

16感染症 最近の動向/琉球大学編西

原町(沖縄県) 琉球大学. 1997.8 (沖縄
地区大学放送公開講座，平成9年度)

K379.5-0K 
17南島文化への誘い/沖縄国際大学公開講

座委員会繍宜野湾 沖縄国際大学公開

講座委員会.1997.8 (沖縄地区大学放送公

開講座， 平成9年度) K379.5-0K 
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18サシパ日和 美島(かぎすま)伊良部

/謝花勝一著那覇 ひるぎ社.1997.5 
(おきなわ文庫.79) K384-J A 

19八重山辞典/崎原恒新編著 [沖縄(沖

縄県)]: [崎原恒新1.1997.9 K388.8-SA 
20 ラジオ放送/向後英紀解説・訳 東京

日本図書センター. 1997.7 (GHQ日本占
領史/竹前栄治.中村隆英監修，天川晃

[ほか]編集委員.18) K39L4-GHQ 
21 日本人財産の管理/問部史信解説訳

東京 日本図書センター. 1997.7 (GHQ 
日本占領史/竹前栄治，中村隆英監修，

天川晃 [ほか]編集委員.27) 
K39L4・GHQ

22労働組合運動の発展/竹前栄治解説，

岡部史信，竹前栄治訳東京 日本図書

センター. 1997.7 (GHQ日本占領史/竹

前栄治，中村隆英監修，天川晃 [ほか]

編集委員.31) K391.4-GHQ 
23.農地改革/合回公計解説・訳東京 日

本図書センタ ー. 1997.7 (GHQ日本占領

史/竹前栄治，中村隆英監修 l 天川晃

[ほか]編集委員.33) K39L4-GHQ 
24地方自治体財政/永旗頭解説訳東京

日本図書センター. 1997.7 (GHQ日本占

領史/竹前栄治，中村隆英監修 ，天)11晃

[ほか]編集委員.38) K39L4-GHQ 
25金融/武藤正明解説ー訳東京 日本国

書センター. 1997.7 (GHQ日本占領史/

竹前栄治，中村隆英監修，天川晃[ほか]

編集委貝.39) K39L4-GHQ 
26外国貿易/西川博史解説 ，石堂哲也，

西川博史訳東京 日本図書センター，

1997.7 (GHQ日本占領史/竹前栄治.中

村隆美監修，天川県[ほか]編集委員，

52) K39L4-GHQ 
u 陸上・航空運輸/福住美佐解説訳 東京

日本図書センタ ー. 1997.7 (GHQ日本

占領史/竹前栄治.中村隆英監修 ，天日l
晃[ほか]編集委員. 53) K3914-GHQ 

28 127万人の実験/沖縄タイムス社編 那

謝 沖縄タイムス社.1997.7 
K395.39-0K 

29大地と命と平和 沖縄反戦地主物語/

佐次回勉著東京 新日本出版社.

1997.5 K395.39-SA 
30.基地の島から平和のパラを 反戦地主

島袋普祐が歩いた道/島袋普祐述，宮里
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千里録・補記東京 高文研， 1997.5 
K395.39-SH 

4類自然科学

1 南大東島自然ガイドプック・オオコウ

モリと水辺の島を歩</大沢タ志，大沢啓

子 著 那覇 ボーダーインク， 1997.7 

K402.9-0S 

Z 琉球人極論/伊波普猷著，復刻版 宜野

湾 格樹書林， 1997.8 (沖縄学資料シリ ー

ズ，1) K469-1H 
3 大宜味村(沖縄島)の鳥類相とその生息状

況について/梼原建-，安鹿間安史[著]

[出版地不明]: [出版者不明l. [1996.4] 

K488.211-TA 

6類産 業
1 地域づくりガイドプック， 助成制度絹/

沖縄広報センター編那覇 沖縄県企画

開発部地域離島援興局地域振興課.

1997.3 K601-0K 

7類芸 術
1.沖縄の染織， 1染織品編/沖縄県教育庁

文化課編 jJ~漸 沖縄県教育委員会，

1997.3 (沖縄県文化財調査報告書， 第126
集沖縄県史料調査シリーズ，第 l集)

K709.2-0K 
2 沖縄の染織， 2紅型型紙調/沖縄県教

育庁文化謀編那覇ー沖縄県教育委員会.

1997. 3 (沖縄県文化財調査報告書，第126
集 沖縄県史料調査シリーズ，第 l集)

K709_2-0K 
3 ケンちゃん日記.貧Lいけど盛かだっ

たあのころ/新里堅進作・画東京 クリ

エイテイプ21.1997.6 K726.1-SH 

4 一つ星/りんけんパンド [東京]

Sony Music Entertainment. 1996 

K764.7-HJ 
5 回里朝直の遠望 琉球近世の組踊作家、

その魂の叫ぴ/西銘郁和著 [出版地不明]

島袋米子，1997.6 K769-N1 
6 琉球古武道大鑑/平信賢著，新編増補版

宜野湾 裕樹密林， 1997.8 K789-TA 
7 本部朝基と山田辰雄研究/小沼保編著

東京。壮神社， 1996.12 K789.2-KO 

8 空手の話 理想的佳育ー護身ー練施法/

仲宗根源和著，復刻版宜野湾 繕樹害

Vol 31 No.l Jlln. 1B98 

林，1997.8 (沖縄学資料シリーズ，2) 
K789.23-NA 

8類語 学
1 心に残る私のしまぐち 那覇 ラジオ

沖縄，那覇:琉球新報社[発売)， 1997.6 
K800-RA 

2. r琉球館訳語Jの音訳字，そのに/多和田

民一郎著東広島 広島大学留学生セン

ター， 1997.3 K800-TA 
3 沖縄県のことば/平山輝男[ほか]編 ，

野原三義[ほか]執筆東京 明治書院.

1997.7 (日本のことぱシリーズ， 47) 
K880-H1 

9類文 学
1 沖縄の四季 私家版俳諾縫時記/喜舎

場順著那覇一東洋企画， 1997.8 
K911.168-KI 

2 岸本マチ子/岸本マチ子著 東京 .花

神社， 1997.6 (花神現代俳句)

K911.368-K1 
3 童話 はなたれ三郎/福地原竹士著 ，

名嘉睦稔挿絵那覇 沖縄タイムス社，

1997.7 K913.8・FU

4 沖縄式風力発言 ふえーぬLまじま講

演集/池沢夏樹著那覇 ボーダーイン

ク， 1997.8 K914.6-IK 
5 自分を輝かせてみませんか 公開ユン

タク講座/ゆたかはじめ著 那覇 I ボー

ダーインク， 1997.7 K914.6-YU 
6 やさ Lいオキナワ/垂見健吾写真 l 池

沢夏樹文東京 Parco出版， 1997.6 
K915.6-TA 

7 型車のいる風景 山之口貌貫20周年記念

底/山之口貌記念会編集委員会編 那覇

山之口察記念会.那覇 琉球新報社，

1997.7 K917-YA 
B 光源を求めて 戦後50年と私/大械立

裕著那覇 沖縄タイムス社， 1997.7 

K940-0S 
9 沖縄文学全集，第4巻/沖縄文学金集編

集委員会編東京 国替刊行会， 1997.9 

K9BO-OK 

i主)各資料末尾の記号は請求記号です。
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図書館事情

[会噂1
0第216回図書館運営委員会

日時平成9年 9月初日(木)

10時30分-11時30分

場所附属図書館会議室

[協議事項]

1 )調査研究室町設置について

[報告事項]

1 )附属図書館自己評価委員会報告につい

て

2 )第1回琉球大学附属図書館資料選定委

貝会報告について

3 )琉球大学附属図書館ホームページによ

る広報実施要項について

4 )その他

①科学研究費補助金の交付決定通知に

ついて

② 学 術 情報センターとの地域講習会の

結果報告について

③医学部紀要のホームベージ掲載につ

いて

@大学図書館機能の強化 ，高度化に関

する要望書について

。第217固図書館運営委員会

日時平成9年12月18日(木)

10時30分~

場所附属図書館会議室

[協議事項]

1 )図書館研究開発室(仮称)規則(案)

について

2 )平成11年度概算要求事項(築)につい

て

3 )その他

[報告事項]

1 )九州地区大学図書館事務 (部課)長

会議報告

2 )図書館電子化推進連絡会議報告

3 )自己評価委員会報告

4 )電子図書館機能検討委員会報告

5 )宮良殿内文庫貴重資料展示会報告

6 )遡及入力の実施報告

23 

7)ボランティアへの感謝状の贈呈につい

て

8)その他

。平成9年度第 1回琉球大学附属図書館自己

評価委員会

日時平成9年9月25日(木)

9時30分-10時30分

場所附属図書館会議室

[協議事項]

1 )附属図害館自己点検・評価報告瞥作成

スケジュールについて

2 )構成について

3 )図書錨に対するアンケート調査につい

て

4 )その他

①学生用図書のイン 7ォーメーション

に関すること

②不明図書について

。平成9年度第2箇琉球大学附属図書館自己

言平価委員会

日 時 平 成9年11月19日(水)

10時30分-11時40分

場所附属図書館会議室

[協議事項]

1 )附属図書館自己占検評価報告書の中

間報告書 (案)について

2 )アンケートの状況等について

[講演会]

O平成9年度第2固沖縄県大学図書館協論会

語演会

日時平成9年12月4日 (木)

15: 00-17: 00 

講師小西和信(学術情報センター事業

部データベース課長)

演題 「ドキュメント デリパリー シ

ステムとしての電子図瞥館J
場所琉球大学附属図書館多目的ホール

出席者 沖縄県大学図書館協議会加盟館

7館 45名
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1月7日(水)

1月14日(水)
1月21日(水)
1月28日(水)
2月4日(水)

2月18日(水)

2月25日(水)
3月4日(水)

3月11日{水)

3月18日(水)
3月25日(水)
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アカデミー賞受賞作品映写会
。00。あの思い出の映画をもう一度

場所: 琉琢大学附属図書館一階多目的ホール

上映時開通常期 (水)① 15:00- ② 17: 30-
休業期(水) 13 : 30-

『慕情J102分
『わが谷は緑なりきJ118分
「第十七捕虜収容所J119分
fカサプランカJ103分
『黄色いリボンJ103分
『西部戦線異常なLJ 103分
IゴッドファーザーJ175分
Iゴッドファーザー Partn J 200分
I大いなる西部J167分
『真夜中のカウボーイJ164分
『維がために鐘はなるJ130分

① 15∞~ 
① 15: 00-
① 15: 00-
① 15: 0ト
① 15: 00-
① 15: 00-

13: 30-
13: 30-
13: 30-
13: 30-
13: 30-

~
~
~
~
~
~
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犯
初
旬
開
判
明
剖

7

7

7

7

7

7

 

②
②
②
②
②
②
 

(資料サー ビス係)

国国固園園田園田
[会議]

O第37回医学分館運営委員会

日時平 成9年12月11日(木)

16: 00-17: 00 

場所医学部分館会議室

[報告事項]

l 附属図容館自己点検報告書の作成とア

ンケート結果について

2 .本学在籍の留学生及び他機関 (県内病

院図害室i.<.ぴ看護学校等を含む)への

アンケート調査依頼について

3 .第45回九州地区医学図書館協議会総会

について

4 .平成10年度附属国讐館並びに医学部分

館の開館時聞の延長について

5 医学部分館の24時間開館の概算要求に

ついて

6.研究開発室の設置について

7 中央館ボランティアの実施状況亙ぴ表

彰について

8.情報リタラシー教育について

9 ホームベージの利活用について(ライ

プラリー ・ワークショ ップ ープログラ

ム、医学郁紀要の壁紙等)

10 平成10年データーベース計闘について

11. その他

平成11年度コアジャーナルの購入につ

いて
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